
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 五 十 八 百 二 第 誌 雜 學 物 動（421 ）

て
、

直

に

そ
の

海

百
合
類
な

る

に

氣
付
く
人

は
、

歓
程
の

學
者
で

な
け
れ

ば
な

ら
漁

。

「

ホ

ロ

プ

ス

」

は

只
一

枚
の

中
心
板
γ．

以
て

固

着
し
て

居
る

海
百

合
類
で

あ

る
。

關

節
あ
る

柄
を

持
つ

て

居
ら
ぬ

。

十

個
の

腕
が

相

密

接・
し

て

一

方
に

卷

き
、

動
物
全
髓
が

丁

度
握
拳

の

様
な

形
で

あ
る
e

　
「

ホ

ロ

ブ

ス

」

が

廟
め

て

發
表
さ

れ

陀

時
に

は
、

蔓
脚
類
で

は

な

い

か

だ

疑
つ

た

學
者

も
あ
つ

た
o

　「
，

ホ

p

プ

　

　

　

　
ア

ガ

シ

i
原

圖

正ltJ：］fa ）us 　 r 〔1？！tli × 14 ．

ス

」

科
に

屬
む

。

現
に

生

存

し
て

居
る

は
一

屬
一

種
、

學

名

を

丶
、

ミ

§
耋
『

§
ミ

づ．
（

〕

己
み

；

多、

ご

云
つ

て
、

西
印

度
の

産
で

あ
る
。

圖
は

極
め

て

若
い

「

ホ

ロ

プ

ス

」

で
、

ま
つ

押
し

潰
し

た

圓
錐

形

を

な

し
、

臺
の

樣
な

部
分
が

中
心

板

　
五

輻
状
に

な
つ

て

居

る

十

枚
の

板
の

う

ち
、

外
が

第
二

輻

板
、

内
が

第
三

輻
板

兼

軸

輻

板

で

あ

る
。

址
板
及

第
一

輻
板
は

見
え
て

居

ら
阻

。

　
（

板
の

説

明
は

（

雑

　

　
肋

蹶）
　

○
珍

棘
皮

動
物
苴

二
「

ホ

卩

プ

ス

」

　

○

随

聞
隋 
鷁坤

　

ア

ガ

シ

ー

に

從
は

す
に

、

カ

ー

ペ

ン

タ

ー

に

從
っ

ヤ冖
Q

）

腕
は

全

く

　

掩
は

れ

て

あ
る
。

本
誌
二

六
九

號
五
三

頁
の
『

ア

ガ

シ

ー

が

書
い

だ

　

若
い

ホ

ロ

プ

ス

』

ご

は

之
を

意
味
∵

し

π

の

で

あ
る
o

（

松
本

彦
七
郎
）

●
隨
聞
隨
録

　

　
（
五

＋
一
）
板

鰓

類
の

齒
の

遺
11・
も
の

人

の

胎
見
に

螢
見

さ

る
。

　

我
々

入

類
の

へ
　

齒
も
、

板

鰓
類
の

齒

も

叉
同
ご

類
の

皮
齒
も
、

形

態
學
上
少・
し

も

異

…
　

つ

た

も
の

で

な
い

。

鮫
の

皮
を
兄

る

に
一

面
に

粒
々

が

あ
る
。

是

…
　

れ

が

皮
齒
で

あ

る
。

皮
齒
の

中
で

口

部
に

存

在
す
る

も
の

は

食
物

…

轜

鋸
糶
魏
蠣

灘
齣

慧
艫
輒
“

雄

趣
舗

　

に

中
胚

葉
及
外

胚
葉
か

ら

出
來
て

居
て

、

前
に

述
べ

た

通
b
形
態

　

學
上
全

く

同
儂
殖
の

も
の

で

あ
る

が
、

發
生

の

方

注
に

は

多
少

異

　

つ

た

箇

所
が

存
在
し
て

居
る

模
で

あ
る
o

即

ち
、

我
々

の

齒
で

は

定

　…

ま
つ

た

位
置
の

口

粘

膜
が

内
部

に

折
れ

込
み

、

　
齒

堤

（

融
蓐
巴

、
　

ξ
三μ
畧

）

を

作

り
、

其
齒
堤
よ

り

琺
瑯

器
（

 

＝

9

日
20

お
9
⇒

）

が

突
出

　
・
し
、

丁

彦一
是
れ

が

中
胚
葉
の

突
起
物
な

る

齒
乳
頭
二
〇

畧
己

弓

馨圃
＝

即
）

　

を
被

包
す
る

樣
に

出
來
て

居
る

が
、

板
鰓

類
で

は

餘
程
簡

單
で

、

一
　

只

眞
皮
の

中
躰

葉
が
目

粘
膜
に

向
つ

て

突
出
し
、

ロ

粘
膜
が

是
れ

　

を

包
み

て

齒
の

飴
原
を

成
す

の

で

あ
る
。

系
統
よ

b
云
は

r
板
鰓

　

穎
に

見
る

極
め

て

簡
華

な

方
法
で

發
生
す
る

齒
も
、

人

類

發
生
の

　

途
中
に

何

時
か

現
は
る

‘

事
で

あ
ら

う
ε

思

考
す
る

は

甚
む

き
不

　

合
理
ご

は

云
へ

ぬ
。

寧
ろ
一

般

に

論

す
れ

ば
、

如
斯
齒
も
一

度
は

　

吾
人

に

有
つ

て

差
支
へ

が

な

い

も
の

で

め

る
ρ、

處
が
死

ド，
ル

刀 ，
ご

　

云
ふ

人
が
］

九
一

一

年
に

受
胎

後
九

週
間

目
の

人

類
の

胎
兒
で

此

四

三
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（
雑
　

鏤
）

O
臆
聞

蹟

縫

の

齒
が

丁

度
普

通
の

齒
の

側
に

存

在
む
て

居
る

の

を

發
見
む
だ

。

是
れ

が

所
云

『

旁

租

返
b

の

現

象
』

ご

云

ふ

も
の

で

あ

ら

ふ
。

（
B
＞

　
（

五

＋

三
譯

語
難。

現

代
の

日

本
の

状
態
で

科
學
の

進

歩
を
知
ら

う

ど

思
ふ

に

は

何
ご

云
つ

て

も

洋

書
を

讀
ま

ね
ば
な

ら
漁

ご

同
樣
に

科

學
の

普

及
を

圖
る

に

は

泰
西
の

研

究
を
邦
譯
し
て

廣
く

讀
ま
せ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

る

事
が

必

要
で

あ
る
。

科
學
に

關
す
る

論
著
を
邦
語
に

譯
む
て

傅

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

へ

る

の

は

文
藝
上
の

作
品
を

紹
介
す
る

の

こ

異
っ

て

其
文
娠
こ

か

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

調
子
ご

か

に

重

き
を
置

く

必
要
も
な
い

が

其
代
り

正
確

こ

い

ふ

事

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が

命
で

あ
つ

て

暖
眛

模
糊
た
る

飜
譯

を

敢
て
・
し

爲
に

原
著
の

意

を

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

誤
b

傳
ふ

る

如
き
こ

ご

は

斷
じ
て

許

さ

れ

な
い

の

で

あ

る

が

此
正

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

確

な
る

飜
譯
に

拌
ふ

困
難
の
一

は

術

語
の

飜

譯
で

あ
る

。

此
は

系

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

統
の

近
い

國
語
の

間
に

で

さ

え
時
に

は

困
難
不

便
を
生

す
る

ら

の

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

で

例
へ

ば

獨

乙
語
の

〉

巳
轟
。

を

英
交
の

中
に

其
儘
挿
入

し
た

り

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

或
は

冨
、圃
52

尋

ε

い

ふ

樣
な

字
を
當
て

よ

居
る

人

も
ゐ

る
o

又

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

冨

す
o

｝）

ぎ
ざ

」Q

塗
｝）
げ

を
獨
乙
語
ご

す

れ
ば

顯
微
鏡
窮

眞

ー
肉

眼

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で

構
造
の

よ

ぐ

剣
ら
盻

も
の

を

顯
微

鏡
で

廓
大
し

其

を
寫
眞
を

撮

　へ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

っ

だ
も
の

ー
1

で

あ

る

が
、

同
じ

字
を

英
語
ご

す

れ
ば

大
變
に

意

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昧
が

蓮
つ

て

．．
掛

冒凶
霞
o
ψ

∈
覧
c

三
ご冖（
お一．剛
葭

）

げ

02

＝
鬘
霞
o

馨
o｝
二

Ω

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇

彑
69

・
こ

ご

い

ふ

事
で

あ
る
o

即

景

色
こ

か

省
像
こ

か

を
小

さ

な

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

寫
兵
に

撮
つ

た
の

で

襟
針・
カ

フ

ス

釦
等

に

轉

寫
し
て

あ
る

の

を

見
受
け
る

、

又

變
形
鋏
に

附
け

て

あ
る

覗

眼

鏡
も
此
一

種

で

あ
る
。

英
語
で

顯
微
鏡
寫
眞
こ

い

ふ

字
は

ト、｝冖
90

巳
。

ぎ
コ ⊇｝．
耄】一

で

あ
る
。

爾
此

外

喜
。

§
じ

旨

｝
ご

轟
h
鵞・
厂

嘗
9c
・
じ

零
き

σ。

鬥

笋

喜

ご

い

ふ

樣

な

紛

ら
し
い

堂
・

が

あ
る
o

從
て

此
等
の

よ
く

似
だ

字
を

邦
譯
す
れ

ば

四

四

矢
張
り

紛
ら
は

し
い

字
が

出

來
る

譯
で

あ

る
。

斯
の

如
く

原
語
に

似
寄
つ

陀

字
が

幾
逋
ら

も
あ
る

爲
に

譯
語
の

紛
ら

は

し
い

の

は

仕

方
が

無
い

ご

し
て

も
、

同
一

の

原
語
に

多
數

の

譯
語
の

あ

る

の

は

盟・
に

不
統
一
・
紛

亂
を
齎
す
の

み

斷
じ

て

不

可
で

あ
る
。

元

來
術

語

こ

い

ふ
の

は
一

の

約
束
の

下
に

比

較
的
長

き

事
柄
を

表

出
す

る

も

の

で

ゐ

る

か

ら
一

旦
斯

く

ご

定
め

た

上
は

別
に

新
∵

し

い

術
語
を
設

け
て

同
一

の

事
柄
を

代
表
さ

せ

る

の

は

善
く

無
い

事
で

あ
る
。

軍

に

飜
譯

正

確
が

圭
で

あ
る

、

從
來
の

譯
語

で

は

原
語
の

意
を
悉
さ

譫

こ

い

ふ

點
の

み

で

更
ら
に

新

し

き
譯

語

を

提
出
す
る

の

は

考
へ

物
で

あ
ろ
。

多
少
穩

當
な

ら

諏

樣
な

譯
語
で

も
其
が

廣
く

用
ゐ

ら

れ

且
つ

其
で

原
語
の

意
味
が

誤
ら
れ

す
し

得
へ

b
る

よ

な

ら
ば

強

て

變
更
で

る

必

要
は

無
い
。

尤
も
各
人

各
個
が

好
む

所
、

信
す
る

所
に

依
つ

て

數
多
の

譯
語
を

提
出
・
し

エ

も

所
論
は

淘
汰
に

依
つ

て

其

中
の

小

數
が

殘
さ

る

ー

斗
b
で

あ
ら

う

が

其
に

は

相

當
の

年

月

を

要
す
る

む
叉

少
蒔

で

も

多
數
の

譯
語
が

同
時
日

に

存

在
す
る

ざ

い

ふ

事
は

混

亂
を
招

く

基
で

あ

る
か

ら

矢

張
り

慣

用

語

を

襲
踏
す

る

の

が

穩
當
で

あ
る
。

『

煉

琵
』

ご

い

ふ

字
は

極
め

て

近

代
に

出

來
た

譯

語
で

あ
る

が

説
文
だ

か

爾

雅

の

注
だ
か

に

は

今

言
ふ

煉
屍
に

相

當
す
る

『

磚
』

ご

い

ふ

字
が

載
つ

て

居
る

相
で

あ

る
。

然・
し

單
に

古
く

か

ら
立

派
に

磚
こ

い

ふ

字
が

在
る

ご

言
ふ

の

み

で

廣
く

用
ゐ

ら
る

よ

煉
瓦
を

廢
、
；
フ

ご

思
は

盟
o

　．

訟
F
＜

字

巴

亀

9
。

夏
雰
暮

、

　
は

一

般

に
F ．

適

者

生

存
』

ε

譯
し
て

居
る

が

和

田
垣

博

士
は

『

適
者
存
續
』

の

方
が

原
語
に

近
い

こ

い

ふ

事

で

専

ら
此

字
を

用
ゐ

ら
る

≧

相
で

あ
る

が

此
こ

て

も
適
者
生
存
で

し

，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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原
語
の

意
味
が

正

確
に

傳
へ

ら

る

畫

な

ら
ば

改
め

る

必

要
も

無
い

ご

考
へ

ら

れ
る

。

譯

語
の

不
統
一

が

普

及
上
に

障
碍
に

な
る

こ

ご

は

言
ふ

迄
も

な
い

、

き
お
つ

三
翕

を

民
種
改

善
學
（

丘
博
士
∀

優
良

種

族
學
（

有
馬
學
士
Y

人
種

改

良
學
（

海
野
氏
Y
善
種

學
等
の

數
多
の

名
に

依
つ

て

呼
ぶ

こ

か
、

或
は

會
話
の

時
に

こ

そ

「

毛

ル

毛

ッ

ト
」

又
は

テ
ン

ヂ

ク

ネ

ズ

ミ

ご
・

し

か

言
闘

は
お

が

丈
立

早

に
童
日

け

ば
　

「

モ

川

モ

ッ

ト
し・

天

竺
鼠・
豚
鼠・
海
溟・
海
豚

等

區
々

で

あ

る

如
き
は

讀

者
に

殃
す
る

事
が

全
く

無
い

ε

は

思
は

れ

鉛
、

殊
に

同
一

誌
上
に

筆

者

の

異
な

る

度
に

勝
手

な

字
を

用
ゐ

る

な
ざ

は

些

し
の

利
盆
に

も

な

ら
蹌

。

斯
の

如
き

紛
斜
を

救
ふ

捷
徑
は

大
家
が

聚

ま
つ

て

譯

語

を

撰
定
す
る

事
に

あ
る
。

物
理・
化

學・
數
學・
醫
學・
鑛
物・

哲
學・
法

律・

工

學
等
の

諸

學
科
で

は

夫
々

對
譯
辭
彙
の

樣
な

も
の

が

出
版
さ

れ

て

居
る

か

ら

其
に

依
れ

ば

大
疵
な
き

を

得
る

譯

で

あ

る
o

不
幸
に

・
し

て

動

物

學
に

就
て

は

斯
の

如
き

企
が

無
い

、

無
い

の

み

な
ら

す

動
物
全

般
に

亘
b
て

の

大

部
の

著
す
ら

缺
け
て

居
る

次
第
で

あ

る

か

ら
從
っ

て

勝
手
な

譯
を
っ

け
る
。

植
物

學
で

は

三
好・

池
野’
遠

藤

安
田
氏
等
の

纒
つ

だ

著
書
が

あ
る

爲
に

此
等
を
參

照
む
さ

え

す
れ

ば

優
に
一

部
の

辭
書
に

依
る

位
の

正

確
さ

に

譯
し

得
ら
る

≧

便

釜

が

あ
み

。

辭
彙
或
は

大

部
の

著
の

缺

け

て

居
る

爲

に

啻
に

動
物
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
…

を
攻
究
し
て

居
る

者
の

み
が

不
便

を

戚
す
る

斗
も

で

な
ぐ

他
の

學

科
の

人

迄
も

謬
ら
せ

る

虞
が
あ

る
、

例
ば
恩
田
氏

著

臀
學
大
辭
典

こ

い

ふ

の

は

可
成
廣
く

用
ゐ

ら

れ
て

居
る

が

其
を

見
る

ご

臀
學
以

外
の

冬

科
に

就
て

は

夫
々

專
問
の

學

者
の

論
著
に

依
て

譯

語
を

撰

定
し

植
物
學
は

三
好

博
士
の

著
に

依
る

ご

書
い

て

あ
る

が

動
物
の

（

雜

　
　
錐）
　
○

膸
聞
隨

録

方
は

別
に

何
ε

も

注
意
を
興
へ

て

無
い

か

ら

恐
ら

く

著
者
が

目
巳

の

考
へ

逋
り

の

譯
語

を

附
け
だ

も
の

こ

思
は

れ
る
。

此
本
に

よ
る

ご

最
初
の

數
頁
を

見
陀

丈
け
で

既
に

穩
當
で

な
い

ご

思

は
る

雪

譯

語
が

數
多
く
あ
る

、

〉一

ξ
｝

尋
c

彦

を
異
足

類
こノ

毒
c
一

三
爭

を
輪
轟

類・

〉
。・

oQ

］ゴ（
畄

珊
瑚
の
一

種
こ

す
る

等
で

あ
る
。

街
ほ

動

物
學
上

既

に
一

定
さ

れ
だ

譯
語
の

贋
く

知
ら
れ
楓

爲
に
一

讀・
し

て

異
標
に

戴
せ

ら
る

3
塲
A
日

も

少
ー

な
い
o

倒
へ

ば

『

竝
生

科
の

動

物
に

あ

b
て

は

…

…
』

ビ

書
い

て

あ
っ

て

も

讀
者
諸

君
に

は
一

寸
お

判
り

に

な

ら
漁

か

も

知

れ
譫

が

此

を
¶

兩

棲
類
に

あ

り
て

は

　
　
』

ピ

す

れ

ば

直
ぐ
に

逋
す
る

ご

思
ふ

。

如
上
の

不
便

ネ
當
は

對

譯
辭

彙
が

出
來
さ

え

す
れ
ば

譯
も
な
く
一

掃
さ

れ

る

事
ご

思
ふ

が・
今
の

こ

こ

ろ

こ

れ

は

望
め

相
に

も

無
い

か

ら

纒
ま
つ

セ

大
部

な

著
書
で

も

現

る

れ
ば

混

亂
せ

る

譯
語

も

大
部
分
統
一

さ

れ

る

事、
し

思
ふ

。

微
か

に

聞
く

飯
島
搏
士

の

著
の
一

日

も

早
く

世
に

出
で

ん

事
を

此
意
味

に

於
ず
、

も

翹
望

す

る

次
第
で

あ
る
。

（

E
）

　
（

丑

十
三
）

蒸

餾
水

中

の

細

菌
數

、

　

薙
韻

餾

水
ご

言
へ

ば

非
常
に

清
淨
な

樣
に

思
は

れ

る

が
、

そ

う
は

い

か

強
、

東
大
馨

科
の

藥
局
で

使
つ

て

居
る

の

で

さ

え
も

サ
川

グ
ァ

川

ナ
ソ

の

注
射
に

は

用
ゐ

ら
れ

鍛
。

之
は

細
菌

或
は

其
壞
敗
物
が

混

在
し
て

居
る

爲
め

で
、

サ

川

ヴ
ァ

川

サ

ン

の

面
臼
か

ら

譌

副
作
用
も

主
因
は

こ

よ

に

在
る

。

ご

い

ふ

の

で

獨
逸
の

醫
者
が

或
市
の

藥
舖
に

販
壷・
し

て

居
る

蒸
餾
水
を

悉

く

檢
査
し
て

見
た

ご

こ

ろ

が
一

立

方
糎
中
に

十

萬
乃
至

百

萬
の

活

き

て

居
る

の

や

死
ん
だ

細
菌
が

含
ま
れ
て

居
る

事
が

知
れ

陀
、

（
E
＞

　
（

五

＋
四
）

躰

弛
の

大

さ

撞

細
胞
の

大

さ
。

蓄
盲

葺
爵
客
山

2
霞

が

鯨
の

儀

四

五
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（

雜

　

　
銭
）

　
○

隨
聞

隨
鑠

な

大
き

な

動
物
で

は

其

組
織
を
構
成
す
る

部

分

も

大
き

か

ろ

こ

い

ふ

考
で

鯨
肉

を
檢

鏡
し
陀
こ

の

事
は

甞
て

此
欄
で

紹

介
さ

れ
だ

が
、

實
際

大
き

な
動

物
は

小
さ

な

も
の

よ

り

其
細
胞
が

大

き
い
o

無
論
躰
躯
の

違

ひ

程
、

細
胞
の

大
さ

に

差
は

無
い

が

牛
や

象
等
の

樣
な

大
動
物
の

筋
繊

維
は

鼠
や

兎

等
の

其

よ
り

も

太
い

の

で

心
臟

を
構
成

す
る

筋
繊

維
の

數
は

哺

乳
類
を
逋
じ
て

賂
一

定

し

て

居
る

も
の

で

は

無
い

か

ε

い

ふ

樣
な

論
さ

え
も
あ
る

。

（
E
）

　
（
五

＋

五
）

偉
入
の

腦。

成
年

男
子
の

腦
の

重
さ

を
李

均

＝
二

七
五

琵
ご

假
定
し

（

廿

歳
か

ら
五

十

歳
位
ま

で

は

重
さ

に

著
・
し

い

變
化

は

無
い

が

更
に

老
年
に

な
る
・

漸
々

減
旦

甼
し

卆

均

＝

天
五

屍

位

に

な

る

そ

し

て
一

〇
〇

蝿
以

下
一

七
〇

〇

琵
以

上
は

先
づ

異
常
ご

云
ふ

て

差
支
へ

な
い

）

古
來
有
名
な

學
者
や

詩
人

等
の

腦
の

重
さ

を
比

較
し
て

見
る

に

キ
ュ

ヴ
ィ

エ

ー
（

解
剖
學・

化
石

學
者
）

⊥

ハ

三

歳

バ

イ

ロ

ン

　
（

詩
人
）

　
　
　

　
　
　

三

六

歳
・

ず
ッ

カ

レ

ー

（

小

説

家
）

…
五
二

歳
・

ヵ

ン

ト

　

（

哲
學
者
）

　

　

　

・

入
二

歳
：

シ

ル

レ

ル

　
（

詩
人
、
・

　

　

　

　

四

六
歳
・

ガ

ウ

ス

　

　
（

數
學
者
）

　
　

　
　

七

八

激

リ

ー

ビ
ッ

ヒ

（

化

學
者
Y
　

　
　

　

七
〇
歳

プ

ン

ぜ

ン

　
（

化
學
者
）

・

・

：

　
・

入
入

歳

ガ
ム

ベ

ッ

タ

　
（

政
事
家
）

　

　

　

　

四
四

歳
−

こ

入
亠

2
琵

二

入

〇
七．
屍

一
亠

ハ
亠

ハ

亠

ハ

琵

二

六
五
〇

琵

二

五
入

○

駕

一

四

九
二

琵

・
一

三
五
二

琵

・

＝

无
五

屍

一

二

四
一

瓦

此
内
プ

ン

ぜ

ン

の

み

は

老

齡
の

爲
め

萎

縮
を
示・
し

た
が

他
の

人

々

に

は

病
的
ざ

認
む
べ

き

點
が

無
か

つ

た

相
で

あ
る
。

序
に

記

す

四

六

　

が

頭
の

恰

好
の

横
に

扁
把

い

人
の

方
が

縱
に

長
い

人

ま

う

も
腦
が

　

重

い

ご

い

ふ

事
で

あ
る
o

從

來
測
定

さ

れ

セ

病
的
な

ら
ざ
る

互

頭

　

の

慥
一

は

有
名
な
ヨ

ハ

ネ

ス
」

ミ
ュ

ラ

ー

だ

相

な
。

（

E
）

　
　
（
五

＋
六
）

骨
の

異

名
、

東
洋
醫

學
の

解
剖
に

於
け
る

智
識
は

甚
だ

　

貧
弱
で

は

あ
つ

た

が
、

文
字
を
尊
び

嚴
む
い

名
を

喜
ぶ

支
那

人
の

｝
　

こ

ご

よ

て
、

漢
法
に

は

隨
分
六
ヶ

敷
い

骨
や

内

臟
の

名
稀
が

あ

る
。

…
　

そ

れ
に

蘭
醫

學
が

渡
來
・
し

て

此
後
多
く

の

臀
家
が

手

當
り

次
第
に

｝
　

造
つ

た

譯
名
を

加
へ

た

ら
ば

中
々

少
ぐ

無
い

の

で

あ

る
。

左
に

主

 
　

な
る

骨
の

異

名
を

列
記・
し

て

見
や

う
。

…
　
　

脊
椎
の

中
、

頸
椎
（

項
椎・
伏

骨・
天

柱
骨
）

、

胸

椎
（

背
椎・

脊
骨

膂

皿
　

骨・
中

胆

呂
骨
）

、

腹
椎

腰

椎・

高
骨・
大
骨・
饂

骨
）

。

…　
　
　

胸
骨
（

膺
中
昭…

骨・
髓。
甲

骨・
臆

中
骨・
胸
厭…

骨
丶

劍
默

突
起
（

鶻

へ
　

帯・
鳩

尾・
心

蔽
骨・
心

壓
骨・
心
骨・
心
脾
骨
）

Q

…
　
　

肋
骨
の

中
、

眞
肋

骨
（

肱・
膺
中
骨
）

、

假
肋

骨、

脅
骨・
脅
肋
）

、

浮

｝
　

肋
骨
（

檄

肋・
季

肋

卞
胸
）

。

皿
　
　

鎖
骨
（

亘

骨・
缺

盆
骨・
肩
上

横
骨

胸
横
骨・
鑰
匙

骨
）

、

肩

胛

骨
（

大

一
　

骨．
肩
甲

・

髄・
飯
匙

骨・
鍬
板
子
骨・
員
殼

骨
）

、

上

膊
骨
（

膊
骨・
大
臂・

 一
　

臑
骨・
肱
）

、

腕
骨
（

兌
骨・
鏡
骨
）

。

皿
　
　

薦
骨
（

膠
骨・
八

膠
骨・
腰
尻

骨・
瞶
骨・
假
椎・

薦
椎
）

、

尾
骰
骨
（

尾

｝
　

閭
骨・
尻
骨・
尾
瘋・
甑
骨・
激

骨
窮
骨・
艟
腔・
頗
尾・
尻
尾・
尾

椿

尾

翠

　

骨
・

尾
株
骨
＼

Q

　
　

腕
骨
（

監

骨・
硯

骨・
骼

・

大
骨・
扁

骨
）

、

同
上

髀
臼
（

髀
關・
機

關・
髓

　

樞・
樞
＼

恥

骨
（

横
骨・
横
門
骨・
曲
骨・
屈

骨・
肢
際
骨・
陰
毛

骨・
交

骨
・

　

羞
秘

骨
）

、

坐
骨
（

陰
尾

骨
尾
蛆
骨
）

、

大

腿
骨
（

股
骨・
髀
骨
＼

膝
蓋
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（

膝
膿．

膊・
踪

驟．
航
）

、

下

腿

二

骨
（

蜥
骨・
足

逕・
骸・

骭
脚・
箭・
腿・

襲
）

、

脛

骨
（

成

骨
V

、

腓
骨
（

絶
骨
）

。

　

後
頭
骨

（

玉

枕
骨
占
兀

骨・
跳
骨・
腦

就・
腦
杓・
承
枕

骨・

頭
横
骨・
後

腦
骨．
後
山
骨・
太
陽

骨・
顱
際

鏡
骨
）

、

顱
頂

骨
（

顛
骨・
巓
骨・
腦
頂

骨・

腦
葢

骨
）

、

前
頭
骨
（

頼
骨・
題
骨・
定

骨・
嬾
骨・
額

顱
骨・
陽
明

骨・
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
｝

骨
）

、

顳
瀬
骨
（

側
頭
骨・
少
陽
骨
）

、

顴
骨
〔

頏・
孰・
鴆・
兌
骨・
大
顴・
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

勲
骨・
面
鳩
骨・
肺・
領・
順・
關
丶

鼻
骨
（

鼻
梁
骨・
鼻
柱・
鼻
準・
鼻
鵬

題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
 

素．
朋
堂

骨。
面
王・
方
上
）

、

下
顎
骨
（

輔・
頂・

頬・
頬
車・
曲
頬・
互

屈・
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

骨・
角・
牙
車・
頷
車・
賺
車・
顴
車

芽
鈎

・

頬
地・

閣
骨・
曲
頤・
輔

車・
大
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

骨

芽
盤

骨・
兩
釣
骨・
下
巴

骨・
耳

下
曲

骨
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

　

後
頭
骨
に

枕
の

字
が

用
ひ

ら

れ
、

下

顎
骨
に

車
の

字
の

多
い

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

も

面
白

い

が
、

小
さ

な

鼻
骨
が

面
王

ご

は
お
ぐ
」

か

さ

れ
る
。

（
T
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

　
（

五

＋

七
）

「

グ

γ
ト

．

T
ク

」

「

グ

レ

ー

ト・
オ

ー

ク
」

は

死

滅
せ

る

海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

鳥
で

あ
る

が
、

其
劉
製
が

入

十
、

卵
が

七
十
三

丈
記
録
に

載
っ

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

知
ら
れ
て

居
る

さ

う
で

め
る
。

（
谷
津
理

學
博

士
談
v

●
鰹

窮

囈
嬬

生
物
の

進
化

　

世
に

は

進
化
論

を
以

て

生

物

學

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
へ

者
の

み

が

語
り

合
ふ

可
き

戯
言
な

り
こ

す
る

も

の

尠
か

ら
で

。

進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

化
ε

は

事
物
の

變
遷

な
り
。

現
在
が

よ
b

單
純
な

る

過
去
の

子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
｝

し
て

、

よ
b
複
雜
な

る

未
來

の

親
な

り

て

ふ

明

瞭
な
る

事
實
に

過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
｝

ぎ

す
。

進
化
の

最
見

昜
き
は

人

事
の

變
遷
な

り
。

政
治

風
俗
の

改

　一

廢
は

時
に

緩
急
あ

り
ε

雖

も
、

年
月
を

閲
す
る

に

從
ひ
て

推
移
す

る

こ

ご

益

甚
だ

し

き
は

、

歴

史
を

讀
む

者
の

熟
知
す
る

處
、

何

人

も

祉
會
の

進
化

を

疑
は

ざ
る

可・
し
。

然
る

に

此

瓧
會
が

彎
遷
す
る

ご

の

觀
念
は

カ

ン

ト
・
ラ

プ

ラ

！

ス

に

よ

b
て

、

從
來

永

久

不

變

（
雜

　
　
録
）

　
○

學

窮
囈

語
其
九
生

物
の

進

化

弥

仏
上

り

ご

せ

ら

れ・
し

天

地
R冂
月
に

差
宀

門

けり

ら

れ
、

　
一
タ

ー

ウ
ィ

ン
・
ワ

ラ

ス

に

至
り

て

更
に

生

物

界
に

用

ひ

ら

れ
、

の

ツ

ク

ス

レ

ー
・
ダ

ー

ウ

ィ

ン
・

ヘ

ッ

ヶ

川

に

至
も

て

終
に

人

類
に

及
ぽ
さ

る
。

取
ち

進
化

論
は

人
事
肚
會
よ

り

し

て

先
づ

天

地
の

大
に

及

び
、

次
で

生

物

界
の

微
に

入
b
、

再
び

人
類
に

歸
も

來
れ

る

も
の

な
れ

ば
、

如

何

な
る

方
面
の

科
學
ε

雖

も
、

之
ご

無

關
係
な
る

こ

ご

能
は

ざ
る

な

り
o

　
ニ

イ

チ
ェ

は

歴

史
に

三

機
ω

効
用
あ
り

と

云
へ

り
Q

大
な
る

事
變

偉
な
る

人

物
の

記
臆

を

永
存
す
る

記

念
的
効
用

、

古
人
の

事
績
を

後
人

に

示

す
古
文
書

的

効
用

、

及
び

古
事
の

比

較
に

よ

り

て

今
事

の

是
非
を

判
斷
す

る

批
評
的
効
用
之
稔

り
。

然
り

、

歴

史
を

知
ら

す

・
し

て

人

事
を
批
刎
す
る

こ

ご

能
は

ざ
る

ご

同
じ
く

、

生

命
の

戀
遷

を

知
ら

す
・
し

て

生

命
の

本
骼
を
了

解
て

る

こ

ご

難・
し
。

生
物
進
化

一
，

論
は

長
き

生

命
の

歴

史
よ
り

歸
納
せ

ら
れ

セ

る

】

貫
せ

る

概

則
、

生
物

學
の

多
く

の

問
題
は

之
に

よ
り
て

解
か

れ

得
可
き

な
り
。

　
進

化

論
は

生

命
の

壓

史
の

科

學

的
探

究
が

正

當
に
・
し

て

有
効
な

り
ご

豫
定
む
て

着
手
せ

ら
れ

、

他
の

事
實
の

解
釋
ご

併
行
し
て

亳

も

衝

突
す
る

所
無
き
が

故
に

採

用
せ

ら

る
。

然
れ

こ

も
、

進
化
の

法

則
は

重

力
若
・
し

く

は
エ

ネ

ル

ギ

i

不

滅
の

法

則
の

如
く

供

覽
的

な

ら

す
、

吾
人
の

五

官
が

自
ら

接
觸
す
る

室
間
ご

時

間
の

範
圍
は

甚
だ

狹
小
左

る

が

故
に

、

若
し

今
日

の

地
質
學・

古
生
物

學
の

説
く

所
を

疑
ひ

寓
有
の

今
日

あ
る

は

科
學
か

研
究
す
る

に

は

像
b
に

不

可
思

儀

な
り

ざ

斷
定
し

去
る

者
あ

ら
ば

、

則
ち

休
む
o

彼

等
を・
し

て

去
つ

て

詩
人

た

ら
乙
め

よ

信

侶
た

ら

し
め

よ
、

藝
術

家
た

ら
し

四

七
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